設備・機械類貸与申請書

平成　　年　　月　　日

財団法人あきた企業活性化センター 理事長　あて
設備の貸与又はリースを受けたいので、次のとおり関係書類を添えて申請します。

郵便番号　　　　　　　　　－　
 eq \o(\s\up 11(フ リ ガ ナ),住    所)
 eq \o(\s\up 11(フ リ ガ ナ),企 業 名)
 eq \o(\s\up 11(フ リ ガ ナ),代 表 者)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
生年月日　　　　Ｔ・Ｓ・Ｈ　　年　　月　　日（年齢　　才）

電　　話　（　　　　－　　　－　　　　）　ＦＡＸ（　　　　－　　　－　　　　）

事務連絡担当者

〔職　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　〕

添付書類

1　見積・カタログ：カタログが無い場合は、図面若しくは設計書等（1部）

2　決算書3期分：税務申告書の写しを添付してください（固定資産台帳、減価償却明細書、勘定科目明細含む）

3　商業登記簿謄本（1部）

4　個人企業の場合は住民登録票謄本（1部）

5　事業税（県税）納税証明書（1部）

6　連帯保証人の資産証明書・所得証明書（各１部）

7　企業の印鑑証明（個人企業：代表者の印鑑証明）及び連帯保証人の印鑑証明（各1部）

8　認定書の写し：許認可、届出等の必要な事業者のみ添付して下さい（1部）

9　創業又は第二創業の方は、別記「創業・第二創業計画書」も提出して下さい。

□　「創業」には、事業を新しく始める方で、この事業に必要な設備を申請する方が該当します。「第二創業」には、すでに創業している方であって、従来から実施してきた事業を大きく発展・変革させるために必要な設備を申請する方が該当します。

10.その他センターが必要とするもの（経営計画書及び資金計画書等を作成している場合は添付してください）

	所　在　地　略　図
	※必ず記入して下さい


※　本申請書の情報（個人情報を含む）は、お申し込みの申請内容の審査並びに本人への問い合わせ及び通知を目的として利用いたします。

注）創業の方は、以下の「１．申請設備・金額」、「２．申請設備導入の目的及び効果」、「６．土地・建物」、「９．借入金」、「１０．長期支払手形」の項目を記入してください。
1．申請設備・金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
	設　　　備　　　名
	台数
	単価
	申請金額
	制度区分
	設置希望

年　　月

	
	
	
	
	割　賦（　　年）

リース（　　年）

※どちらかに○

をして下さい
	年　月

	
	
	
	
	
	年　月

	
	
	
	
	
	年　月

	
	
	
	
	
	年　月

	
	
	
	
	
	年　月

	合　　　　　　　計
	
	―
	
	
	―


※　申請金額は、消費税込みで記入してください。また、申請合計金額は、万円単位としてください。

2．申請設備導入の目的及び効果等
	導入目的：該当するものを○で囲んでください（複数可）
	申請以外の投資計画及び投資金額

合計　　　　　　　千円

	0．受注増　　　　1．新製品の開発　　2．取引先の要求

3．新技術の採用　4．公害対策　　　　5．品質精度の向上

6．不良率の減少　7．コストの低減　　8．工程の円滑化

9．創業に必要　　10.第二創業に必要　11.その他
	

	効　　　果（具体的に）




3．企業概要

	業　　　　　種
	
	資本金（出資金）
	千円

	創　業　年　月
	Ｍ．Ｔ．Ｓ．Ｈ　　　　年　　　月
	企業の沿革（現在までの経緯）

	常勤役員氏名
	
	

	
	
	

	
	
	代表者の経歴

	
	
	

	
	
	


4．従業員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．製品及び売上　　　　　　　千円
	　


	常勤

役員
	常用従業員
	臨時

雇用
	
	製品・商品名等
	前期売上

	
	
	事務員
	工員・店員
	合計
	
	
	
	

	現在
	名
	名
	名
	名
	名
	
	
	

	前期
	
	
	
	
	
	
	
	

	前々期
	
	
	
	
	
	
	
	

	前々々期
	
	
	
	
	
	
	合計
	


6．土地・建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
	種類
	面積
	筆数
	取 得 年 月
	取　得　額
	備考

	土　地
	所　有
	㎡
	
	　　年　　月
	
	

	
	借　用
	㎡
	
	　年　　月
	
	

	建　物
	所　有
	㎡
	
	　年　　月
	
	

	
	借　用
	㎡
	
	　　年　　月
	
	

	合　　　　　　　計
	
	
	
	
	


7．最近7年間における設備・機械類貸与制度及び設備導入資金の借入実績　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度
	年度

	設備・機械類貸与
	
	
	
	
	
	
	

	設備導入資金
	
	
	
	
	
	
	


8．得意先及び売上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
	得　意　先　名
	所在地
	取引年数
	前期売上
	支払条件

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	その他　　　社
	
	
	
	サイト

現金　　％・手形　　％　　日

	合　　　計
	
	
	
	


9．借入金

（１）長期借入金（平成　　年　　月末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

	借入先
	借入

年月
	借入

金額
	償還開始年月
	最終償還年月
	支払方法

（元金分のみ）
	借入残高
	運転・設備資金の別
	保証協会保証の有無
	金利

	
	
	
	
	
	年間支払回数
	１回当たりの金額
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	―

	（２）短期借入金

	
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	

	
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	

	
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	

	
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	

	
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	

	合計
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	―

	（３）長期短期合計

	長短合計
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―
	―
	―


10．長期支払手形（平成　　年　　月末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

	支払先
	振出

年月
	振出

総額
	償還開始年月
	最終償還年月
	支払方法

（元金分のみ）
	残高
	購入資産名

	
	
	
	
	
	年間支払回数
	１回当たりの金額
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	
	―


連　帯　保　証　承　諾　書

住　　　所

申　請　者　　　企　業　名

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　私は、上記の者が財団法人あきた企業活性化センターから機械設備の貸与又はリースをうけたときは、設備割賦契約書又はリース契約書の条項に定めるところにより、上記の者と連帯して債務の弁済の責に任ずることを承諾します。

平成　　年　　月　　日

財団法人あきた企業活性化センター 理事長　様

	連帯保証人名
	実　　印
	〒

住所

	
	
	年齢
	職業
	電話
	申請人との関係

	
	
	歳
	
	
	


	連帯保証人名
	実　　印
	〒

住所

	
	
	年齢
	職業
	電話
	申請人との関係

	
	
	歳
	
	
	


	連帯保証人名
	実　　印
	〒

住所

	
	
	年齢
	職業
	電話
	申請人との関係

	
	
	歳
	
	
	


	連帯保証人名
	実　　印
	〒

住所

	
	
	年齢
	職業
	電話
	申請人との関係

	
	
	歳
	
	
	


	連帯保証人名
	実　　印
	〒

住所

	
	
	年齢
	職業
	電話
	申請人との関係

	
	
	歳
	
	
	


保険料算定についての報告

平成　　年　　月　　日

　このたび貸与又はリース申請した機械設備に損害保険を付保することについて、保険料の算定に必要な事項は次のとおりです。

1．企　業　名

　 代　表　者

　 電　　　話

2．保険物を収容する建物の種類（○でかこむ）

	住　宅
	店　舗
	事務所
	工　場
	倉　庫
	アパート
	作業場
	物　置
	車　庫
	その他
（）


3．保険物を収容する建物の構造（○でかこむ）

	柱
	①木造　②鉄骨　③鉄骨耐火被覆　④鉄骨：鉄筋コンクリート造

	外　壁
	①モルタル塗込　②スレート張　③コンクリート造　④サ イ デ ィ ン グ 張 （鉄板・ハードボード系）

	
	⑤A  C  L  張 （へーベル系）　⑥鉄板張　⑦乾式防火サイディング（セ  メ  ン  ト  系）　⑧（　　　　　　　）

	屋　根
	①瓦葺　②スレート葺　③鉄板葺　④陸屋根　⑤（　　　　　　　）

	階　数
	①平屋根　②二階建　③地上（　　　）階建
	地下（　　　）階建


棟数　　　　棟

4．保険物を収容する建物の坪数面積　　　　　　　㎡（　　　　　　　坪）

5．総使用数量（設備設置後の見込み）

　 動力数　　　　　　　KW　　　　　　　HP

　 電力数　　　　　　　KW（これは熱源等に使用する電力のこと）

6．総作業人員　　　　　　　名（この場合最も多い時のこと）

7．工場の配置図（建物全体と導入機械の設置場所及び住所を記入のこと）

	設置場所の住所
	秋田県

	


200円


収　入


印　紙
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